
三菱インバータ
セールスとサービス   No.１４０-Ａ

汎用インバータＦＲＥＱＲＯＬ-Ｅ５００シリーズ

バージョンアップのお知らせ

〈操作性改善，仕様変更ならびに追加〉

平素より弊社汎用インバータをご愛顧賜り，厚く御礼申し上げます。

ＦＲＥＱＲＯＬ-Ｅ５００シリーズにて，より使い易さの向上を図るために操作性を改善し，

さらに仕様変更ならびに追加をしてバージョンアップをしましたのでお知らせします。

１．対象機種
FR-E520-0.1K～3.7K （３相 200V 入力）

FR-E520S-0.1K～0.75K （単相 200V 入力）

　　　　 （FR-E520-5.5K,7.5K は発売時よりバージョンアップ品となっています。）

２．製品切替時期
１９９８年 ６月工場生産分より実施します。

３．操作性改善内容
　●運転モード選択 Pr.79 の変更

No 変　更　前 変　更　後 備　考

１

工場出荷状態（Pr.79=0）で電

源投入時 PU運転ﾓｰﾄﾞになりま

す。

Pr.79=1(PU 運転ﾓｰﾄﾞ)を工場出荷

にし，Pr.79=0 の場合は電源投入

で外部運転にします。

FR-A024 は電源投入時は

外部運転ﾓｰ ﾄ ﾞになりま

す。FR-U100 は運転ﾓｰﾄﾞ

切替はありません。

２

Pr.79=3(外部/PU 併用運転ﾓｰ

ﾄﾞ)で内蔵周波数設定ﾎﾞﾘｭｰﾑ

にて周波数を設定するときは

多段速指令は無効となってい

ます。

Pr.79=3(外部/PU 併用運転ﾓｰﾄﾞ)

で内蔵周波数設定ﾎﾞﾘｭｰﾑにて周波

数を設定するときでも多段速指令

を有効とします。

現状は△▽ｷｰによるﾃﾞｼﾞ

ﾀﾙ周波数設定時のみ有効

です。

●操作パネルのボリュームと△▽キー切換の変更

No 変　更　前 変　更　後 備　考

３

内蔵周波数設定ﾎﾞﾘｭｰﾑによる

周波数設定は，△▽ｷｰによる

周波数設定が 0Hz のときに有

効となります。（ﾎﾞﾘｭｰﾑによ

る周波数設定にて運転中に△

▽ｷｰを押すと，ﾃﾞｼﾞﾀﾙ周波数

設定に切り換わり，ﾎﾞﾘｭｰﾑに

よる周波数設定は無効となり

ます。）

Pr.146 を追加し，設定値により内

蔵周波数設定ﾎﾞﾘｭｰﾑによる周波数

設定と，△▽ｷｰによるﾃﾞｼﾞﾀﾙ周波

数設定を切換えます。

現状は△▽ｷｰによるﾃﾞｼﾞ

ﾀﾙ周波数設定に移行した

後，内蔵周波数設定ﾎﾞﾘｭ

ｰﾑによる周波数設定に戻

すには，一旦運転を停止

させてからﾃﾞｼﾞﾀﾙ周波数

設定を 0Hz にし，正転信

号 STF（または逆転信号

STR）を再投入するか，RUN

ｷ ｰを押す必要がありま

す。

Pr.146

設定値
周波数設定指令

０ 内蔵周波数設定ﾎﾞﾘｭｰﾑ

１ △▽ｷｰによるﾃﾞｼﾞﾀﾙ設定

9999 ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ以前と同じ

工場出荷設定は０です
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４．仕様変更ならびに追加
●地絡保護機能の追加

No 変　更　前 変　更　後 備　考

４

地絡保護機能はなし Pr.249 を追加し始動時地絡保護

あり・なしを設定可能とします。

工場出荷時設定はなし（Pr.249=0），

Pr.249=１に設定するとあり

始動時地絡検出ありにする

と毎回起動時 20ms の起動遅

れがあります。

●アラームランプの追加
No 変　更　前 変　更　後 備　考

５
操作ﾊﾟﾈﾙを取り外すと POWERﾗﾝﾌﾟ

はあるが，ALARMﾗﾝﾌﾟがない

ALARMﾗﾝﾌﾟを追加し，操作ﾊﾟﾈﾙ取り外

し時には POWER,ALARMﾗﾝﾌﾟ両方あり

FR-A024 は POWER,ALARM 共

あり

●操作パネルケーブルの最大配線長の改善
No 変　更　前 変　更　後

６
配線長の制限は 5m まで内蔵周波数設定ﾎﾞﾘｭｰﾑ

の再校正が必要です。

配線長の制限は 20mまで内蔵周波数設定ﾎﾞﾘｭｰﾑの再校

正は不要です。

●操作パネルの運転状態表示の改善
No 変　更　前 変　更　後

７
運転状態表示の RUN が正転時，逆転時共に点滅

します。

運転状態表示の RUN が正転時は点灯，逆転時は点滅し

ます。

５．バージョンアップ品切替時の注意事項
バージョンアップしたインバータはバージョンアップした操作パネルとの組合せ以外では，

機能しません。

操作ﾊﾟﾈﾙ（旧） 操作ﾊﾟﾈﾙ（新） 備　考

ｲﾝﾊﾞｰﾀ（旧） ○ ×

ｲﾝﾊﾞｰﾀ（新） × ○

○：正常動作

× :内蔵周波数設定ﾎﾞﾘｭｰﾑが機能せず

（注）ｲﾝﾊﾞｰﾀ(旧)のﾊﾟﾗﾒｰﾀをﾊﾟﾗﾒｰﾀﾕﾆｯﾄPU04 に読み込み，ｲﾝﾊﾞｰﾀ（新）にｺﾋﾟｰすると旧のままｺﾋﾟｰされます。

新規追加ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Pr.146 は 9999（操作性仕様改善前），Pr.249 は 0(始動時地絡検出なし)になり

自動的に仕様変更前に設定されます。

６．バージョンアップ品の識別方法
バージョンアップ品は，インバータ本体の定格名板および梱包の名板に記載されている SERIAL(製造番号)が

下記の記号以降となります。

(梱包名板の SERIAL(製造番号)はインバータ本体の定格名板の SERIAL(製造番号)９文字のうち上位６文字を表示します。)

形　　式 SERIAL(製造番号)

FR-E520-0.1K～0.4K Ａ８６○○○○○○

FR-E520-0.75K Ａ８６○○○○○○

FR-E520-1.5K～2.2K Ａ８６○○○○○○

FR-E520-3.7K Ａ８６○○○○○○

FR-E520S-0.1K～0.75K Ａ８６○○○○○○

また、梱包名板の寸法が次のように変更されます。

変　更　前 変　更　後

７．操作パネルの識別方法
操作パネルは以下で識別します。

操作ﾊﾟﾈﾙ（旧） 操作ﾊﾟﾈﾙ（新）

操作ﾊﾟﾈﾙ本体 形名表示はなし LED部右に PA02とｼﾙｸ印刷文字を追加します

・操作パネル表面カバーを開けると上記文字が見えます。

　Ａ　８　６　○○○○○○

 記号 年　月　　管理番号

　　SERIAL（製造番号）
インバータ本体の定格名板に記載されている SERIAL

（製造番号）はこのように記号(ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ)1 文字と製

造年月２文字，管理番号６文字で構成されています。

操作ﾊﾟﾈﾙの表面ｶﾊﾞｰを開けた状態

PA02
 HZ

　FR-E520-0.1K34

120

 FR-E520-0.1K34

70


